
能登半島地震における

保健師派遣と

医療ボランティアの

活動と今後について

２０２４年７月５日（金）

地域包括ケア推進課 保健師 郡司千和美



派遣期間
令和６年２月４日～９日

ボランティア期間
令和６年３月20日～23日









ボランティア期間
令和６年３月20日～23日



医療ボランティアについて





ＤＣ－ＣＡＴ（Disaster Community Care Team）は…

🍀一人ひとりの少しずつを集結し大きな力に🍀

約300名の現役の看護・ケア職の専門家集団です。
災害亜急性期～慢性期を中心に、
被災地の県庁・基礎自治体や職能団体、
各所の保健医療福祉調整本部、
NPO等と連携しながら、フェイズに応じた支援提供を行います。
助かったいのちのその先の”生きる”を支え、
災害関連死の阻止に努めている活動しています。

出典：DC-CAT Facebook



◆◆活動内容◆◆
１．避難所等におけるケア提供

災害亜急性期～慢性期に、避難所等で増大するケアニーズに対応するため、既定の研修を修了した看護・ケア職
が被災地に出向き、直接支援にあたります。助かったいのちのその先の”生きる”を支え、災害関連死の阻止に
努めています。

２．直接支援の現場コーディネート・他団体との相互理解の上での協働による
支援スキームの構築
被災地の県庁・基礎自治体や職能団体、各所の保健医療福祉調整本部、NPO等と連携・協働しながら、
フェイズに応じた、また被災地および住民の方々のニーズベースの支援のコーディネーションを行います。

３．自治体や地元の職能団体・医療福祉機関等との協働による
地域共生社会・地域包括ケアの復旧支援
自治体や地元職能団体・医療福祉機関・住民等と共に、コミュニティ復旧を目指します。

４．被災地におけるケア提供に関するQuality Managementのための
教育・研修・フィードバックの実施
アカデミア機関との連携により、提供される支援の質の担保、評価、改善を行っていきます。

出典：DC-CAT Facebook



出典：DC-CAT Facebook



持続可能な医療ケア体制の仕組みづくりが不可欠です。

DC-CATは能登半島地震の被災地に、
これまでに延べ600人を派遣し支援活動を行ってきています。
現在、石川県庁および輪島市、穴水市、七尾市、志賀町などの自治体、
また職能団体と連携しながら、避難所や福祉施設に専門職を派遣、ケアを提供しています。

厳しい環境の中で、必要なケアが受けられず、衰弱しつつある高齢者がたくさんおられます。
十分な支援が提供できていない避難所や地域もまだ存在しています。

専門職たちも被災者と同じ、厳しい状況の中で、
一つでも多くのいのちを守ろうと、
また助かって良かったと思ってもらえるようなケアを模索しながら、
日々奮闘しています。

出典：DC-CAT Facebook



派遣期間
令和６年２月４日～９日



保健師派遣について





８時 朝全体ミーティング
朝保健師ミーティング

９時 午前の活動開始
※支援が必要なケースは随時報告・相談

12時 活動に応じて１時間休憩
13時 午後の活動開始

※支援が必要なケースは随時報告・相談
15時 相談記録入力用のＰＣ設置
16時 夕方保健師ミーティング
17時 夕方全体ミーティング
18時～21時頃 石川県との業務整理及び翌日の予定調整

１日のスケジュール



トイレ事情



シャワー・手洗い事情



センター内部




